


























































Operation of New Regional Policy (Neue Regionalpolitik) in Switzerland
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Abstract
　New regional policy in Switzerland (Neue 
Regionalpolitik, <NRP>), which has been in effect 
since 2008, aims at enhancing the competitiveness 
of the regions, and of Switzerland as a whole. This 
paper examines the operation of Swiss regional 
policy in the framework of NRP, focusing mainly 
on the canton of Neuchâtel.
　Central ly oriented Japan and federal ist 
Switzerland differ in many ways in deciding and 
operating their policies. Nevertheless, this case 
study seems to indicate that Japan can draw some 
lessons for its regional policy from the NRP. 
　First, NRP seems to be succeeding in enhancing 
endogenous efforts of regional key actors despite 
its relatively modest budget. The present concept 
of NPR is to focus on competitiveness of regions 
and structural change in tourism. This clear-cut 
concept is increasingly shared by both regional 
policymakers and actors, and seems to contribute 
to the effectiveness of the policy.
　Second, the fundamental concepts of the policy 
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　第 2 章では、NE 州の概要について簡単に紹介した後、
同州における最近の地域政策体系について、州政府の実
施計画書の検討および州当局関係者等へのインタビュー













（Doube 県）と接する人口 17.3 万人（2011）の州で、州




　しかし、州内最大の都市は人口 3.8 万人を擁する La-
Chaux-de-Fonds であり、同市は人口 1 万人の Le Locle
と ほ ぼ 一 体 と な っ て い る。La-Chaux-de-Fonds と Le 
Locle の両市は、18 世紀央より時計産業の代表的産地を
形成し、とくに 1800 年代には世界最大の時計産地となっ
is decided at the Federal level, but Cantons are 
given considerable degree of flexibility in their 
actual operations. This set-up enables to tailor 
projects and programs to the local needs and 
wants. Several projects in Neuchâtel, which 
attempt to seek for synergy between economic 
policy and social policy, are typical examples of 
this flexibility.
　Third, the cantons which pursue NRP are 
relatively “small-sized”, at least compared with 
Japanese prefectures. Canton of Neuchâtel, 
measured by population, is only a third of Tottori, 
the smallest Japanese prefecture. Nevertheless, 
Neuchâtel, involving the neighboring regions, 
pursues regiona l  po l icy act ive ly on four 
dimensions: cantonal , Jura-region, western 
Switzerland and trans-frontal with France. It is 
often argued in Japan that for pursuing regional 
development policy effectively, the “too small” 
prefectures have to be merged into much larger 
“states”. However, this case study may indicate 
the possibility of a quite different line of thought.
Keyword: Switzerland, regional policy, Neuchâtel
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た。両市の街並みは 2009 年に UNESCO の世界産業遺産
に登録されている 1。
　全体として NE 州は、① Neuchâtel 湖に面した NE
市およびその周辺部、②ジュラ山脈中の La-Chaux-de-
Fonds と Le Locle という比較的人口密度の高い 2 つの




　NE 州は、現在、次の 4 つの柱からなる地域政策を推
進している。
① 隣接フランス地域との連携（Interreg Ⅳ）
② NE 州と隣接する、Jura 州の全域、および Bern 州、
Vaud 州の一部にまたがる Arc Jurassien 政策
③ 西スイス各州の連携（CDEP － SO）
④ NE 州内の地域政策
　NE 州は、上記 4 つの政策分野に関して、それぞれス
イス連邦政府の基本方針に基づき、地域政策（NRP）の


















Jurassien の担い手である Association Arc Jurassien が、











　このほか、観光面では、次章で取り上げる Masion de 
Absinthe とも関係の深い Route de l’Absinthe は、ス






の開始時に 2008-2013 年の計画期間中の Arc Jurassien
への予算を 5.537 百万 CHF とすることについて、SECO
とNE州政府間で合意している（このうち半分を連邦が、
残りの半分を関連各州が拠出）。このうち、NRP 第 1 期
前半に当たる 2008-2011 年に 4 百万スイス・フラン（以
下、CHF とする）が実行されており、2012 年には 900
千 CHF、2013 年には 637 千 CHF を支出する計画となっ
ている。







1 時計生産に適するように日光を多く取り入れるよう、南向きの広い窓の 6-7 階程度の建物が広めの通りを挟んで碁盤目状に並んでいる、独特
の都市設計が、UNESCO 世界遺産認定の理由となっている。
2 Interreg は、国境を接する地域間の経済、社会および文化的な連携を促進するため、1998 年より進められている EU のプログラムであり、
スイスでは NRP が導入された 2008 年から、同政策の枠組みのなかに組み込まれている。現在推進されている Interreg IV は、2007-2013 年
をカバーしている。
3 フランス東部に位置する州で、スイス NE 州と国境を接する Doubs、Jura、Territoire de Belfort の 3 県と Haute-Saône 県の 4 県が属している。
4 時計産業での就業機会が豊富なスイス側ジュラ地域に対して、その北側のフランス側ジュラ地域にはめぼしい産業が乏しいため、毎日数万人
がフランスからスイスに国境を越えて通勤している。









たこの地域において、NRP の第 1 期前半の 2008-2011 年
の段階では、NE 州、Bern 州、Jura 州の協力プログラ






　資金面では、2012-2015 年の 4 年間の NRP 関連総予算
として、①産業システム強化策に 1.5 百万 CHF、②観光
の魅力向上策に 1.6 百万 CHF、③参加州間の協力調整に
0.5 百万 CHF、④その他付帯経費として 0.4 百万 CHF を
計上し、これを連邦政府（2 百万 CHF）と参加 4 州（各
0.5 百万 CHF）が折半する計画で、連邦政府と参加各州
が合意している。
　この 2012-2015 年の実施計画に当たり、関連州は Arc 























　 図 表 2 か ら も 読 み 取 れ る よ う に、Arc Jurassien、
CDEP － SO および州内地域政策は、実施される段階で
はそれぞれ重なったり、補完し合ったりする関係にあ
る。
　予算面をみると、図表 3 の通り、NRP 関連資金とし
て 4 年間で合計 4 百万 CHF を計上しており、これを連
邦と各州（均等負担）が折半することとなっている。ま
た、分野別には、産業分野に 1.5 百万 CHF、観光分野に
1.6 百万 CHF が割り当てられている。この NRP 資金に
個別のプロジェクトへの参加者による出資も加えると、
（図表 1）Arc	Jurassien の SWOT 分析


































Journal for Regional Policy Studies− 31 −
（図表 3）Arc	Jurassien の 2012-2015 年地域政策実施計画予算　（単位　百万 CHF）
（図表 2）Arc	Jurassien、CDEP － SOおよび州内地域政策の関係
関連地域















連邦負担 州負担 合計 その他資金 総合計
産業分野 0.75 0.75 1.50 1.000 2.500
観光分野 0.80 0.80. 1.60 0.685 2.285
制度改革 0.25 0.25 0.50 0.215 0.715
関連措置 0.20 0.20 0.40 0.000 0.400


















CDEP-SO 参加 7 州をその観点からみると、Bern の 9








　2012-2015 年 の NRP 実 施 計 画 を 策 定 す る に 当 た

























　 こ う し た SWOT 分 析 の 結 果 を 踏 ま え、NE 州 は、
2012-2015 年の州内地域政策の重点を、①地域産業分野
の強化および起業・中小企業支援と、②観光分野の潜
在力活用の 2 点に絞ることに決定した。なお、2008 年







　NE 州内政策における NRP 資金の具体的な分野別配分
























分野別プラットホーム 900,000 900,000 1,800,000
　BioAlps 225,000 225,000 450,000
　Micronarc 225,000 225,000 450,000
　AlpICT 225,000 225,000 450,000
　CleantechAlps 225,000 225,000 450,000
既存コーチング・サービス 1,368,450 1,368,450 2,736,900
　技術イノベーション 326,250 326,250 665,000
　経営イノベーション 1,042,200 1,042,200 2,736,900
新規コーチング・サービス 683,500 683,500 1,367,000
　資金計画 332.500 332.500 665,000
　起業者支援 351,000 351,000 702,000
プログラム運営 112,050 112,050 224,100
　給与等 87,050 87,050 174,100
　一般経費 25,000 25,000 50,000
総合計 3,064,000 3,064,000 6,128,000
（参考）　州別負担額
　Bern 85,000 85,000 170,000
　Fribourg 403,441 403,441 806,882
　Genéve 640,945 640,945 1,281,890
　Jura 125,205 125,205 250,410
　Neuchâtel 335,609 335,609 671,218
　Vaud 1,097,495 1,097,495 2,194,990
　Valais 376,305 376,305 752,610
（図表 4）CDEP-SO の 2012-2015 年地域政策実施計画年間予算　　　（単位　CHF）
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　NE 州は、 Neuchâtel に CSEM（Centre Suisse 
d'Electronique et Microtechnique）、La-chaux-de-



















（図表 5）NE州に関する SWOT 分析の結果






































1,400 1,400 2,800 3,000 3,000 3,800
コーチング・サービス再編 400 400 200 0 0 0
発展拠点の整備 300 300 0 6,000 6,000 1,500
小計 2,100 2,100 3,000 9,000 9.000 5,300
観光分野の潜在力活用
観光プロジェクト支援 1,140 1,200 1,800 5,000 5,000 7,000
合計 3,240 3,300 4,800 14,000 14,000 12,300
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du-Van の絶壁と Saut du Doubs の滝）の活用を強く打
ち出している。なかでも前者については、UNESCO の
世界産業遺産の指定を受けている、La Chaux-de-Fonds
と Le Locle の街並みを観光資源として活かすため、






そのうちの 7 分科会が州内の 7 地域 6 を分担し、残りの
1 つが、州内の主要都市である、Neuchâtel、La-Chaux-
de-Fonds、およびの Le Locle 間の連携を担当している
（Réseaux des Trois Villes）。各分科会は、構成地域代表




3． Neuchâtel 州内の新規 NRP プロジェ
クト
　NE 州では、既に多くの NRP プロジェクトが運営さ









ち、Innoparc お よ び Swiss Creativity Center は 前 者、
Carrefour d’Chocolat と Maison d’Absinthe は後者の典

















































6 Région Entre-deux-Lacs、Région Val-de-Travers、Région Centre-Jura、Commuaute urabaine du Littoral  （州都 Neuchâtel とその近郊）、
Aggromération urbaine du Doubs (La-Chaux-de-Fonds と Le Locle)、Région La Béroche、Région Val-de-Ruz。
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　2011 年に開設された Innoparc は、1 年後には 75％の
入居率を実現し、調査時点である 2013 年 9 月現在では、
95％に達しているとのことであった。
　Bauer 氏によれば、土地建物の取得に 20 百万 CHF、





邦政府（SECO）および NE 州政府が、2012 年にそれぞ
れ 20 千 CHF の補助金を支給した。
　最大の入居企業は、微細構造製品メーカーの大手であ


























　Swiss Creativity Center は、Neuchâtel 駅前のビルの
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フォード・MIT 大学のアイデアである Fablab に基づく、









起業者に Design thinking、eco-system を広めることを
目的としている。











などと結び、月 1-2 回、2 時間程度のオンライン・ワー
クショップを開いている。




4 年間分として、NE 州、連邦がそれぞれ 24 千 CHF 拠
出している。したがって、インフラ関連費用や、通常の
施設維持費用は、地元商工会議所および地元企業 12 社
が負担しているほか、Neuchâtel 大学の院生 5 名がボラ
ンティアで機械操作の支援を行っている。
　なお、このプロジェクトの計画は、2 年前に NRP へ
の企業参加に関する報告書のために、Neuchâtel 大学の
研究員である Jeanerrat 氏が、州政府の地域政策担当者























地である rue de la Paix 152 番地からとったものである 8 
（図表 9）Swiss	Creativity	Center の入口および 3Dプリンター室
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（図表 10）。
　このプロジェクトの責任者である、La-Chaux-de-







































上記の Job Service の運営事務所を置くとともに、入居
しなかった他社については、若者等がそれぞれの事業所







コスト 5.43 百万 CHF のうち、NRP 関連資金としては、
フィジビリティ・スタディ等への補助金 105 千 CHF を、
連邦政府と NE 州政府が折半して提供した。このほか、
改装費として必要な 2 百万 CHF の 25％に当たる 500 千

















に取り上げる Maison d’Absinthe などとともに、Val de 
Travers 地域全体としての観光資源充実政策の一環をな
すものである。そこで、まずは Val de Travers 地域と、
その観光政策について概観しておきたい。
　Val de Travers 地域は、NE 州の北西部に所在し、ジュ
ラ山脈を流れる L’Areuse 川沿いの渓谷地域である。渓
谷といっても急峻な地形ではなく、2000m 程度の山岳稜















　このプロジェクトの総経費は 583 千 CHF であるが、
このうち NRP 資金として連邦および NE 州がそれぞれ
75 千 CHF、10 年間の融資を行っており、また地元自治
体が 35 千 CHF を出資している。
　本プロジェクトの運営責任者である Matthias von 
Wyss 氏は、20 年ほど前に地域の観光業者など 80 人が













　なお Val de Travers 地域は、行政的には 11 の小さな
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　本プロジェクトの総コストは 4.066 百万 CHF であり、
このうち建物の改造費が約 2 百万 CHF である。NRP 資
金としては、この改造費の一部として連邦および NE







　本章では、前章の NE 州における NRP プロジェクト
と同時期に訪問調査を行った、Luzern 州（以下 LU 州）
における Tropenhaus Wolhusen プロジェクトについて
説明したい 15。
　Tropenhaus Wolhusen は、州都 Luzern の東方約 20km








村（人口 6600 人）に設置されている。Transit AG 社が
運営するこの施設は年間 100GWh の排熱を発生するが、














者でもある Johannes Heeb 氏である。
　LU 州は、エネルギー問題に極めて熱心に取り組んで
おり、同州議会は 2006 年に、再生可能エネルギー比率





する seecon international 社であるが、地元との連携を





















Tropenhaus Wolhusen AG が設立された。同社の最大
の株主は、Migros に次ぐスイス第 2 位の小売業である






















































　このプロジェクトは NRP 資金から同政策の第 1 期で
ある 2008-2011 年に、プロジェクトの総費用 5 百万 CHF
に対して、480 千 CHF の補助との百万 CHF の融資（金
利 1％）による支援を受けている。
　なお、この Tropenhaus Wolhusen とほぼ同様のコン








の代表的な事例として選ばれており、2013 年 11 月に全















　第 1 に、NRP は、比較的小規模な予算で、地域のア
クターの内発的な努力を引き出すという点で、相当の
成果を挙げている点である。その背景には、NRP では
































17 最少人口の Appenzell の住民数は約 1.6 万人。 
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人に過ぎない州 17 も少なくないうえ、歴史的経緯から
考えて、それらの合併は極めて考えにくいためである。
NE 州という、わが国でいえば中規模都市程度の人口の
自治体が、必要に応じて周辺地域を巻き込んで地域政策
の中心となって機能していることは、規模に応じた地域
政策の在り方として、一つの参考になるのではなかろう
か。
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